
一
乗
法
華
を
広
宣
す
る
者
は
万
人
が
地
涌
の
菩
薩
（
母
の
子
）

０
○

で
あ
る
。
法
華
経
は
教
主
釈
尊
前
生
の
「
積
功
累
徳
求
菩
薩
道
未

曽
止
息
」
の
菩
薩
の
精
神
を
と
ら
え
「
善
学
菩
薩
道
不
染
世
間

法
」
と
吾
も
人
も
教
誠
す
る
菩
薩
で
あ
る
。
久
遠
の
本
師
教
主
釈

尊
の
「
毎
自
」
の
本
願
の
中
に
安
立
し
、
心
も
お
だ
や
か
に
安
ら

ぎ
浄
ら
か
な
心
で
人
々
と
共
に
喜
び
共
に
悲
む
菩
薩
で
あ
る
。
人

殉
と
共
に
こ
の
娑
婆
世
界
の
中
に
安
住
し
「
如
蓮
華
在
水
」
の
悟

り
の
境
地
に
あ
っ
て
、
し
か
も
一
乗
法
華
の
仏
道
、
菩
薩
道
を
求

め
て
止
ま
な
い
「
昼
夜
常
精
進
」
の
永
遠
の
菩
薩
で
あ
る
。

Ｏ
◎
◎
。
。
◎
◎

後
世
、
日
蓮
聖
人
が
上
行
菩
薩
の
自
覚
に
立
っ
て
、
末
法
応
時

の
本
門
の
法
華
仏
教
を
創
唱
さ
れ
た
が
、
こ
の
点
天
台
大
師
よ
り

も
一
層
本
源
的
に
法
華
経
の
精
神
を
悟
ら
れ
た
も
の
と
い
っ
て
よ

か
ろ
う
。
（
未
完
）

十
界
を
心
の
構
造
と
し
て
把
え
る
時
、
四
面
体
と
し
て
考
え
ら

十
界
構
造
論

’
四
面
の
構
造
Ｉ

服

部

即

明

れ
る
こ
と
は
前
回
論
証
し
た
。
今
回
は
交
流
分
析
の
所
見
を
参
照

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
面
の
特
質
を
述
べ
る
。

１
、
交
流
分
析

エ
リ
ッ
ク
・
バ
ー
ン
が
創
始
し
、
精
神
分
析
の
口
語
版
と
言
わ

れ
る
。
人
格
を
形
づ
く
る
自
我
状
態
を
親
の
心
Ｐ
、
大
人
の
心

Ａ
、
子
供
の
心
Ｃ
の
三
つ
に
分
け
、
更
に
Ｐ
を
保
護
者
的
な
Ｐ
と

偏
見
的
な
Ｐ
と
に
分
け
、
Ｃ
を
自
由
な
Ｃ
と
順
応
し
た
Ｃ
と
に
分

け
る
。
Ａ
は
理
性
と
深
く
関
係
し
て
お
り
、
適
応
性
や
統
合
性
を

持
ち
、
冷
静
な
計
算
に
も
と
づ
い
て
働
く
。
自
我
に
と
っ
て
大
切

な
こ
と
は
、
Ｐ
Ａ
Ｃ
が
く
っ
つ
い
て
全
体
を
な
す
と
同
時
に
、
そ

れ
ぞ
れ
が
独
立
し
た
状
態
に
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
三
つ
の

自
我
状
態
の
境
界
に
は
半
透
過
性
の
膜
の
よ
う
な
物
が
あ
り
、
そ

れ
を
通
し
て
一
つ
の
状
態
か
ら
他
の
状
態
に
精
神
エ
ネ
ル
ギ
ー
が

が
移
動
す
る
と
考
え
る
。
一
つ
な
い
し
そ
れ
以
上
の
自
我
状
態
が

人
格
の
全
体
か
ら
締
め
出
さ
れ
て
い
る
状
態
を
「
除
外
」
と
い

う
。
一
つ
の
自
我
状
態
の
精
神
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
他
の
自
我
状
態
に

自
由
に
流
れ
込
む
こ
と
を
「
汚
染
」
と
い
う
。
交
流
の
場
で
自
分

は
Ｐ
Ａ
Ｃ
の
い
ず
れ
を
向
け
て
い
る
の
か
。
又
彼
は
自
分
に
対
し

て
い
ず
れ
を
向
け
て
来
て
い
る
の
か
を
、
言
葉
や
行
動
か
ら
分
析

し
、
Ａ
に
よ
る
対
処
の
仕
方
を
考
え
よ
う
と
す
る
。
更
に
深
く
は

ゲ
ー
ム
分
析
、
脚
本
分
析
等
興
味
深
い
も
の
が
あ
る
。
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２
、
欲
望
面
（
子
供
の
心
Ｃ
）

睡
眠
欲
・
食
欲
・
性
欲
等
身
体
的
・
生
物
的
本
能
の
座
で
あ
り

快
感
原
則
に
従
う
。
直
観
・
創
造
・
空
想
等
自
由
な
伸
び
伸
び
し

た
心
が
特
色
で
あ
る
が
自
己
中
心
的
で
あ
る
。
感
情
面
の
汚
染
を

受
け
る
と
残
酷
な
心
、
理
性
面
か
ら
の
汚
染
に
よ
っ
て
卑
屈
な
心

が
生
じ
る
。
他
面
を
除
外
す
る
と
欲
張
り
の
心
を
生
じ
、
他
面
か

ら
除
外
さ
れ
る
と
楽
し
む
こ
と
が
で
き
な
い
よ
う
に
な
る
。
欲
望

面
を
相
手
に
向
け
る
傾
向
の
あ
る
人
は
、
成
長
す
る
こ
と
を
望
ま

な
い
少
女
趣
味
的
な
人
。
責
任
感
が
無
く
人
を
あ
て
に
す
る
人
。

良
心
が
無
い
よ
う
に
振
舞
う
人
。
い
つ
も
も
て
は
や
さ
れ
て
い
た

い
人
等
が
あ
る
。

３
、
感
情
面
（
親
の
心
Ｐ
）

攻
撃
欲
・
権
力
欲
・
名
誉
欲
等
心
情
的
・
社
会
的
欲
望
の
座
で

あ
る
。
範
囲
は
二
者
間
に
止
ま
り
、
行
動
の
原
型
は
模
倣
で
あ

る
。
保
護
・
養
育
・
同
情
・
親
密
・
容
認
等
が
特
色
で
あ
る
。
欲

望
面
の
汚
染
に
合
う
と
溺
愛
に
変
じ
、
理
性
面
の
汚
染
に
よ
っ
て

批
判
・
批
難
・
叱
責
等
の
心
が
生
ず
る
。
他
面
を
除
外
す
る
と
甘

え
の
心
、
除
外
さ
れ
る
と
思
い
や
り
が
無
く
な
り
、
ヒ
ス
テ
リ
ー

や
反
社
会
的
行
動
に
走
る
。
感
情
面
が
向
き
や
す
い
人
は
、
世
話

や
き
。
批
判
的
な
人
。
道
徳
主
義
的
な
人
。
支
配
的
・
権
威
的
な

人
。
慈
善
事
業
家
等
に
見
ら
れ
る
。

４
、
理
性
面
（
大
人
の
心
Ａ
）

美
的
欲
求
・
知
的
欲
求
・
愛
情
へ
の
欲
求
等
精
神
的
・
文
化
的

欲
求
の
座
で
あ
る
。
範
囲
は
広
く
社
会
全
般
に
広
が
り
、
思
考
が

中
核
に
な
る
。
公
正
・
冷
静
・
能
率
・
協
調
等
合
理
性
が
特
色
で

あ
る
。
欲
望
面
か
ら
汚
染
さ
れ
る
と
妄
想
に
と
ら
わ
れ
、
感
情
面

か
ら
汚
染
さ
れ
る
．
と
、
、
独
断
や
偏
見
等
の
か
た
よ
り
を
生
ず
る
。

他
面
を
除
外
す
る
と
自
己
犠
牲
的
な
行
動
を
と
り
、
除
外
さ
れ
る

と
精
神
病
や
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
に
な
る
。
理
性
面
を
向
け
が
ち
な
人
は

常
に
客
観
的
で
人
情
味
に
乏
し
く
人
を
退
屈
さ
せ
る
人
。
機
械
的

な
仕
事
を
愛
す
る
人
。
冷
徹
な
外
科
医
等
に
見
ら
れ
る
。

５
、
霊
性
面
（
神
仏
の
心
）

生
命
の
充
実
・
融
合
・
統
一
・
円
満
等
本
源
的
な
欲
求
の
座
で

あ
る
。
範
囲
は
人
間
社
会
を
超
越
し
た
次
元
で
、
悟
り
が
中
核
と

な
る
。
無
我
・
法
悦
・
峨
悔
・
誓
願
・
慈
悲
等
宗
教
性
が
特
色
で

あ
る
。
先
の
三
面
と
は
性
質
を
異
に
し
、
汚
染
や
除
外
は
関
係
し

な
い
。
三
面
が
社
会
へ
向
っ
て
い
る
の
に
反
し
、
三
面
の
背
後
に

あ
っ
て
、
或
は
劣
弱
な
為
に
片
鱗
も
表
れ
ず
、
或
は
大
き
く
豊
か

に
成
長
し
て
、
三
面
を
包
象
込
む
の
で
あ
る
。
ウ
イ
リ
ア
ム
・
ジ

ェ
ー
ム
ズ
の
自
我
の
分
類
に
よ
れ
ば
客
我
（
身
体
我
・
社
会
我
・

精
神
我
）
に
対
す
る
、
主
我
（
本
質
我
）
に
当
た
る
。

６
、
霊
性
に
よ
る
統
一
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交
流
分
析
で
は
、
あ
く
ま
で
も
Ａ
が
主
導
権
を
握
っ
て
い
る
。

池
見
酉
次
郎
氏
は
著
書
「
続
・
心
療
内
科
」
の
中
で
、
こ
の
よ
う

な
「
西
欧
的
自
我
」
で
な
く
、
絶
対
に
主
体
的
で
孤
独
な
「
本
当

の
自
分
」
と
自
分
を
支
え
る
大
自
然
の
中
に
と
も
に
あ
る
あ
ら
ゆ

る
存
在
者
と
の
連
帯
感
に
立
つ
「
東
洋
的
自
我
」
の
確
立
こ
そ
心

身
医
学
的
ゴ
ー
ル
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
は
霊
性
の
開
発

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
霊
性
が
開
発
さ
れ
た
時
始
め
て
自
我
の

融
合
・
統
一
が
な
さ
れ
、
感
情
も
欲
望
も
、
更
に
は
知
性
ま
で
も

そ
れ
ぞ
れ
本
来
の
あ
る
べ
き
姿
で
発
現
す
る
。
こ
れ
は
、
小
乗
で

二
乗
の
果
が
求
め
ら
れ
、
大
乗
そ
れ
も
法
華
経
へ
来
て
始
め
て
開

三
顕
一
が
説
き
明
か
さ
れ
た
状
況
に
似
て
い
る
。
こ
の
時
、
心
は

四
面
体
か
ら
球
体
へ
と
変
容
し
円
満
な
姿
を
表
す
。
こ
の
原
理
を

信
心
・
行
法
・
行
事
等
に
あ
て
は
め
て
、
世
界
に
通
用
す
る
行
学

不
二
の
宗
教
つ
ま
り
、
知
目
行
足
の
知
が
行
の
目
と
な
り
、
行
が

知
の
足
と
な
る
、
科
学
と
も
矛
盾
し
な
い
宗
教
を
期
し
た
い
と
思

為
ノ
。

明
治
二
八
年
、
台
湾
は
日
本
の
領
有
に
帰
す
る
が
各
地
で
武
装

抗
日
斗
争
が
執
幼
に
反
復
さ
れ
た
。

林
小
猫
、
鄭
青
、
林
玉
衡
、
何
鉄
虎
、
黄
選
、
簡
施
玉
、
簡
義
、

陳
法
、
胡
嘉
猶
、
陳
秋
菊
、
簡
大
獅
、
察
清
琳
、
劉
乾
、
黄
朝
、

羅
福
星
、
李
阿
斉
、
陳
阿
栄
、
張
火
炉
、
羅
嗅
頭
、
林
老
才
等
々

を
中
心
代
表
と
す
る
事
件
が
頻
発
し
、
大
正
四
年
に
は
余
清
芳
を

首
謀
者
と
す
る
か
の
西
来
庵
事
件
が
発
覚
し
翌
年
鎮
定
さ
れ
検
挙

者
一
九
五
七
名
、
死
刑
を
宣
告
さ
れ
た
者
八
六
六
名
と
い
う
陰
惨

な
結
果
を
ゑ
た
。
辛
亥
敢
命
に
触
発
さ
れ
、
神
託
を
利
用
し
て

斎
堂
の
組
織
に
よ
っ
て
斎
友
を
癖
動
し
た
革
命
運
動
は
挫
折
し
た

が
、
宗
教
界
に
与
え
た
影
響
は
甚
大
で
あ
り
、
こ
の
事
件
を
契
機

と
し
て
斎
教
徒
の
多
く
は
日
本
の
曹
洞
宗
、
臨
済
宗
に
保
護
を
求

め
た
。

当
時
、
曹
洞
宗
が
中
心
と
な
り
成
立
さ
せ
た
愛
国
仏
教
会
台
南

仏
心
社
宗
教
聯
合
約
束
章
程
の
六
条
に
「
籍
神
仏
名
号
誘
蛎
愚
民

財
物
…
」
七
条
に
「
蔑
視
官
長
誹
誇
時
政
舷
異
衿
奇
握
造
邪
説

台
湾
仏
教
に
お
け
る
今
昔

岡
田
栄

Ⅱ溜
り90，
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